
学校図書館利活用を広げるために

ー 司書教諭として ー

『学校図書館』 4月号

★キラリ！☆ 司書教諭 144～150



•活用計画



前の資料の説明

• 学校図書館の利活用を広げる為にも、教科の授業と図書館
をつなぐために、良かったなあと思うのは、資料１の、本校の歴
史がいっぱい詰まった「図書館活用年間計画」です。

• この資料は、このような活用ができるという「可能性」として、
過去数年間の授業での図書館活用を記録したものです。

• 教科を越え、どの学年で、どの時期に、どんな調べ学習をした
のかがわかり、お互い参考にすることができるので、積み重ね
を「足跡」を残していくことが、今後のためにも大切だと考えてい
ます。

• この年間計画作成にあたっては、年度初めの職員会議で全
教員に提案し、協力を得て作成します。

これから新年度が始まるという、4月のスタートで提案すること
に意義があると考えています。



• アンケート



前の資料の説明

• 数年分をまとめた本校図書館活用の歴史がわかる「図書館
活用年間計画」と、この新年度の予定を書き込む用紙をセッ
トにして配布します。新しく赴任された先生は、この数年分の
図書館活用の足跡をじっくり見入っています。それが功を奏し
て、授業で図書館を使ってくれることに、繋がっていきます。

• また、前々から充分な準備ができるという利点もあり、調べ
学習時に200冊以上もの本の準備（豊かな調べ学習）を可能
にします。

• この図書館利活用を広がっていく仕組みを作ることは、司
書教諭として年度初めの大切な仕事だと考えています。



• システム



前の資料の説明

• 図書館活用計画と共に、「学校図書館を活用するための調べ
学習システム」を同時に紹介します。

• これは実際に学校図書館を使っての調べ学習をどのように進
めていくか「調べ学習の手引き」を示したもので、まず授業者が、
ねらい・授業計画を立て調べ学習の見通しを立てます。

• 次に、どんな資料でどれくらいの冊数が必要か等、細かい打ち
合わせをします。など、調べ学習に入る手順を書いたものです。

• 以上が、授業で図書館活用をすすめていく第一歩です。



豊かな学びを支える学校図書館

ー 系統的な探究学習 ー

『学校図書館』 5月号



• 5月号は、「系統的な探究学習」がテーマです。

•図書館活用を広げる為に、まず、司書教諭が率先して、
どんどん図書館を活用していくことが大切だと考えました。

その一部を紹介します。

• 中学校２年、国語「平家物語」の調べ学習を、「テーマ決
め」からプレゼンテーションまで、系統的に行なった取組
みです。



•平家授業計画



前の資料の説明

• 資料に載せているのが、授業計画です。

• 第１次「読み味わう」、第２次「調べる」、第３次「まとめる」、
第４次「発表を組み立てる」、第５次「伝え合う」、第６次「振り
返り」の流れです。

• いつ、どういう内容を学習するかという「授業の流れ」を配布
して知らせておくと、生徒たちも「学習のねらい」と予定がわか
り、限られた時間で仕上げていかなければならないと意識し
て進めていくので、スムーズに、計画的に進めることができ、
あとあとも、これが役に立ったな と思っています。



読み味わう

１時間丸々、平家に関する本をいろいろ
手に取って、じっくり読み味わう時間です。

本は、イメージが湧き手に取って読みたく
なるように、表紙が見えるように並べ、絵本
から大人向きの難しい本まで、多様に本を
揃える必要があると実感しています。

調べ方が、ただ部分的な「つまむ」という
調べ方ではなく、ただ「写す」というだけにな
らないようにするために、このじっくり読み
味わう時間を、いつも大切にしています。

短くて１時間、その間中ずっと、平家物語
の世界に浸る静かな時間が流れていき、こ
の流れの中で、興味を持ちテーマを見つけ
ていき、また、それぞれ課題を見つけ、な
ぜ？と疑問を持つところや、もっと知りたい
と思うところに、テーマを絞っていきます。



調べる

読んでいくうちに、テーマに
関する資料を5～6冊集めてき
て比べ読みをしています。

複数の本を比較しながら考
え、まとめていき、徐々に、調
べ方が深まり、自主的・主体
的なものになっていくようです。



まとめる

まとめたあと、学年全員のレポートを冊子にして、みんなに配布して、読み合うこともします。



•徒然計画

これは「学習内容と調べ方の手順」です。生徒たちは、毎回の調べ学習授業の終了時に、これを確認しな
がら、自己評価を行います。取り組み方が順調であればＡを、予定通り進まない場合はＢを、とてもうまくいっ
た時間は💛マークをつけるなど自分でその時間の評価をし、振返りをします。



•わかりやすく発信するために

わかりやすく発信するために、発表を組み立てています。

どんなことを、どんな順番で話すか。話し合い、プレゼン原稿を考える人、そして、見せる資料を
作る人を決め、このような手順で、誰が何を担当するか役割分担して進めていく検討会をします。



さらに、発表をスムーズに進めるために、資料作りと同時進行で発表原稿を作成します

発表の時は原稿を見ずにプレゼンしますが、このように一度原稿化して、プレゼンを確認することが、スムーズ
にプレゼンするために大切なことだと、いつも感じています。プレゼンは、調べたテーマ・テーマ設定の理由・内
容説明・まとめ・調べた感想・質疑応答という流れで、いざ発表です。



調べた事を広げる時
間として、わかりやす
く発信する時間です。

プレゼンテーション
方法はさまざまです。

この他、年表や図を
模造紙に描いて説明
する方法や、琵琶法
師の平曲をＣＤにあわ
せて練習して発表し
琵琶法師について
語ったり、さまざまな
方法でのプレゼンを
生徒たちは考えます。





前の資料の説明
この評価用紙を使い、自分の発表も他の発表も、また、ビデオも皆で視聴するなどして、お互いの相互

評価をし合いながら振り返りをしました。

「聞く人の身になって、話す人の身になって」という気持ちも育っていったようです。

これらの一連の調べ学習を通し、生徒の成長を感じたところは、

・教科書を越え幅広くテーマを見つけ出せ、・自主的に関心を持ち進められた。

・主体的に調べ迫っていく力がついた。

・よりよく発表しようという工夫が見られ・生き生きした表情で取り組めた。

・主体的に聴く力が向上した。等の生徒の様子がみられました。

また、周囲の教員も関心を持ってくれていました。「国語科は面白そうなことをやっていまね。」

「放課後自主的に残って資料作りをやり遂げていた班があったよ。」と声が掛かる。

また、クラス担任がプレゼンテーション授業を参観に来てくれるなど、見守られながら図書館

活用が広まっていきました。

この後、参観してくれた教員らは、後々、自分の教科で図書館を活用することに、繋がっていくこともあり、

徐々に、国語科の中や、他教科へと、授業での図書館活用が広まる「下地」を作っていったのではないか、

と思っています。


